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１ 日本国憲法と三原則 

 ＜日本国憲法とは？＞ 

 日本
に ほ ん

国
こく

憲法
けんぽう

は第二次世界大戦後につくられた。１９４６年１１月３日に公布
こ う ふ

。 

 

 以前は「        憲法
けんぽう

」があった。 

   ⇒ ポツダム宣言
せんげん

を受け入れ日本は敗戦。 

   ⇒ 日本を占領
せんりょう

していた      から憲法の改正を言い渡
わた

された。 

   ⇒ その指示を受けて「日本国憲法」がつくられた。 

 

 憲法とは、国の基本的なあり方を定めているルールで、最も上位にある法（国の     法規
ほ う き

）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜日本国憲法の三原則＞ 

 

 三原則とは、国民
こくみん

主権
しゅけん

・        の尊重
そんちょう

・平和主義。 

 

 国民主権とは、政治の主人公は国民自身ということ。 

   ⇒      とは国の政治のあり方を最終的に決定する権利
け ん り

のこと。 

 基本的
きほんてき

人権
じんけん

の尊重
そんちょう

は、人間が生まれながらに持つ権利を大切にし尊重すること。 

      主義は、過去の戦争を反省し、二度と繰
く

り返さないということ。 

 

 

  

授業を見てまとめてみよう！ 

国会の法律
ほうりつ

や地方議会の条例も、  

日本国憲法にもとづいて作られるんだぞ。 
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２ 基本的人権の保障 

 ＜人権って何？＞ 

 人権
じんけん

とは、人としての権利
け ん り

、つまり人が         に有する権利のこと。 

   ⇒ たとえば、自分の考えをみんなの前で自由に発表してもよい（     の自由）。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜国民の権利と義務＞ 

 権利は一人一人がもともと持っており、法によって守られているもの。 

   ⇒ 自由権
けん

・平等権・社会権・     権・受益
じゅえき

権（請求
せいきゅう

権）の６つが憲法
けんぽう

に書かれている。 

     その他にも、憲法には書かれていないが人格権や名誉
め い よ

権などがある。 

 

 義務は何かに従
したが

わなければならないもの、守らなければいけないもの。 

 

      の権利には、個人の尊重
そんちょう

・男女の平等・教育を受ける権利・政治に参加する権利・ 

   仕事について働く権利がある。 

   ○個人の尊重とは、一人一人をかけがえのない個人として尊重し、その自由・人権を守ること。 

   ○男女の平等とは、     による差別を受けないこと。 

     ⇒ 男女の社会的地位とそれにもとづく権利・義務・待遇
たいぐう

などで平等であること。 

   ○教育を受ける権利とは、すべての国民がその能力に応じて経済的な貧富の差なく、 

    等しく教育を受けることができること（教育の「       」の保障
ほしょう

）。 

   ○政治に参加する権利（     権）とは、選挙権・被
ひ

選挙権、公務員となる権利、 

    公務員をひめんする権利、国民審査
し ん さ

の権利など。 

   ○仕事について働く権利とは、働く意思と能力を持ちながら働くことのできない人が 

    国に対して働く機会を求める権利。     権または労働権ともいう。 

  

授業を見てまとめてみよう！ 

ただし自由といっても、他の人の人

権をそこなうようなことは許され

ないんだぞ。  
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国民の義務は、子どもに教育を受けさせる義務、仕事について働く義務、税金を納
おさ

める義務の３つ。 

○子どもに教育を 義務について。 

⇒ すべての国民には「教育を受ける権利
け ん り

」があるので、すべての国民は 

「保護する     に普通
ふ つ う

教育
きょういく

を受けさせる義務を負う」とされている。 

⇒「教育を受けさせること」は義務だが、「教育を受けること」は権利であり義務ではない。 

○仕事について働く義務について。

⇒「すべて国民は の権利を有し、義務を負う」と書かれている。 

○税金を納める義務について。

⇒ 税金は国を維持
い じ

し発展
はってん

させていくためにかかせないものなのでこの義務がある。 

授業を見てまとめてみよう！ 
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３ 平和主義 

＜太平洋戦争と平和主義＞ 

１９４１年に 戦争が始まった（１９４１年１２月～４５年８月）。 

⇒ これは第二次世界大戦（１９３９～４５）の１つ。西南太平洋・東南アジアを中心に、

日本とアメリカ・イギリス・オランダなど連合国との間におこなわれた戦争。

第二次世界大戦とは、ドイツ・日本・イタリアの三国
さんごく

同盟
どうめい

を中心とする国と

連合国との間で戦われた全世界的規模
き ぼ

の巨
きょ

大
だい

戦争。

太平洋戦争では、子どもたちは のない地方へ疎開
そ か い

した。 

１９４５年８月６日には広島
ひろしま

に、８月９日には長崎
ながさき

に 爆弾
ばくだん

が投下された。 

⇒ 戦争で原爆
げんばく

が使われたのは人類史上初めて。 

１９４５年８月１４日に 宣言
せんげん

を受諾
じゅだく

した（無条件
むじょうけん

降伏
こうふく

した）。 

平和への誓
ちか

いを示した憲法
けんぽう

の第 条では次のように書かれている。 

①日本国民は正義と秩序
ちつじょ

を基調とする を誠実
せいじつ

に希求
ききゅう

し、国権
こっけん

の発動たる戦争 

と武力による威嚇
い か く

または武力の行使
こ う し

は、国際
こくさい

紛争
ふんそう

を解決する手段としては、 

永久にこれを  する。 

②前項
ぜんこう

の目的を達するため、陸海空軍その他の は、これを保持しない。 

国の交戦権
こうせんけん

はこれを認
みと

めない。 

三原則とは、核兵器
かくへいき

を「持たない」「つくらない」「持ちこませない」ということ。 

⇒ 日本の立場として国会で決議された。

授業を見てまとめてみよう！ 

日本は世界で唯一
ゆいいつ

の被爆
ひ ば く

国
こく

なんだ。 

64



         わたしたちのくらしと日本国憲法 

 

■ 確認問題 ■

1 次の文の(  )の中から正しいものを選びましょう。 

(1) 日本国憲法
けんぽう

は、アメリカの( 国務長官 駐日
ちゅうにち

大使
た い し

 ＧＨＱ )の指示を受けてつくられた。 

(2) 日本国憲法では、子どもに教育を受けさせる( 権利
け ん り

義務 )を定めている。 

(3) 太平洋戦争の末期に、広島
ひろしま

と長崎
ながさき

には( 原子 水素 中性子 )爆弾
ばくだん

が投下された。 

２ 次の問題に答えましょう。 

(1) 日本国憲法の三原則は、基本的
きほんてき

人権
じんけん

の尊重
そんちょう

・平和主義ともう１つは何ですか。

(2) 日本は太平洋戦争で、連合国側の何という宣言
せんげん

を受け入れて無条件
むじょうけん

降伏
こうふく

しましたか。 

問題をやって確認しよう！ 
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